がると 主婦が 昼飯 を 持って 上がって 来た。 雪ち やん も 

ついて 来て 入 リロの 柱へ もたれて 浮かぬ顔で ボン ャリ 

している。 眼の ふちが 少し 赤い。 ちょうど 机の 上に 昨 

しんせ い うのはな ごろ も 

夕 買って 来た 『新 声』 の 卯 花 衣が あつたから、 「雪 チヤ 

ン。 これ を 御覧。 綺麗な 画が あるよ」 と 云うたら 返事 

こども 

はなくて 悲しげに 微笑した。 「ド— モ まだ 孩 児で …… 」 

と 主婦が 云った。 この 悲しげ な 微笑 はい まだに 忘れる 

事が 出来ない。 

また ある 日の 事であった。 隣室の 医科の 男が 雪ち や 

あんず 

んに 命じて 杏 を 買 つ て 来さして 一 一人で 食って いた。 

自分 はめ 〔# 「お」 は イタリック 体、 縦 中 横〕 \ お 〔# 「さ 



がった が、 主婦に 関して はすべ て 消息 を 知る 事が 出来 

ぬとの 事であった。 医科の 男 は 相 変らず この 家の 二階 

の 同じ 室に 居る と 見えて、 音読の 声が 友の 下宿の 二階 

に 聞え て いるそう である。 

しる 

雪ち やん とそ の 家庭に ついて 誌す ベ き 事 は これ だけ 

である。 このむ しろ 長々 しい、 つまらぬ 叙事 を 読んで 

幾分 かの 興味 を 感ずる 人が あれば、 それ はお そらく 隣 

の 下宿に いた 友く らいな ものであろう。 

(明治 三十 四 年) 
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